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信
徒
言
行
録
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教

会
が
始
ま
っ
た
頃
の
様
子
が
と
て
も
詳

し
く
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
使
徒
た
ち
の

教
え
に
は
権
威
が
あ
り
、
信
徒
た
ち
は

心
も
思
い
も
一
つ
に
し
、
自
分
の
持
ち

物
に
固
執
せ
ず
、
す
べ
て
を
共
有
し
、

い
つ
も
感
謝
に
満
ち
て
い
て
、
人
々
か

ら
非
常
に
好
意
を
持
た
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
イ
エ
ス
・
キ
リ

ス
ト
の
福
音
は
ロ
ー
マ
帝
国
の
各
地
に

伝
え
ら
れ
た
の
で
す
。
こ
れ
に
も
っ
と

も
大
き
く
貢
献
し
た
人
は
、
意
外
に
、

11
名
の
弟
子
た
ち
よ
り
使
徒
パ
ウ
ロ

と
使
徒
バ
ル
ナ
バ
と
い
う
二
人
の
人
物

だ
っ
た
と
言
え
ま
す
。
特
に
、
去
る
６

月
12
日
は
使
徒
聖
バ
ル
ナ
バ
の
記
念

日
だ
っ
た
の
で
、
バ
ル
ナ
バ
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

キ
プ
ロ
ス
生
ま
れ
で
レ
ビ
人
で
あ

っ
た
バ
ル
ナ
バ
の
本
名
は
ヨ
セ
フ
で
し

た
が
、
使
徒
た
ち
か
ら
「
慰
め
の
子
」

と
い
う
意
味
の
「
バ
ル
ナ
バ
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
。
バ
ル
ナ
バ
は
穏
や
か

で
心
が
暖
か
く
、
寛
大
な
人
で
し
た
。

ダ
マ
ス
カ
ス
で
改
心
し
た
パ
ウ
ロ
が
、

使
徒
た
ち
に
会
う
た
め
に
エ
ル
サ
レ
ム

に
行
っ
て
も
、
誰
も
彼
に
会
っ
て
く
れ

な
か
っ
た
時
、
こ
の
バ
ル
ナ
バ
の
取
り

持
ち
で
パ
ウ
ロ
と
使
徒
た
ち
が
会
う
よ

う
に
な
っ
た
の
で
す
。
キ
リ
ス
ト
教
会

に
と
っ
て
と
て
も
歴
史
的
な
場
面
が
バ

ル
ナ
バ
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
わ
け
で

す
。 使

徒
言
行
録
に
、
「
バ
ル
ナ
バ
は

立
派
な
人
物
で
聖
霊
と
信
仰
と
に
満
ち

て
い
た
か
ら
、
多
く
の
人
が
主
へ
と
導

か
れ
た
」
（
11
：
26
）
と
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。
聖
書
協
会
共
同
訳
に
は

「
立
派
な
人
」
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

「
い
い
人
、
優
し
い
人
」
と
も
翻
訳
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
面
白
い
の
は
、

キ
リ
ス
ト
教
の
経
典
な
の
に
、
「
聖
霊

と
信
仰
に
満
ち
た
人
」
と
い
う
表
現
よ

り
「
立
派
な
人
、
い
い
人
、
優
し
い
人
」

と
い
う
表
現
が
前
の
方
に
配
置
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
人
の
良
さ
や

優
し
さ
は
、
基
本
的
に
他
者
と
の
関
係

の
中
で
あ
ら
わ
れ
る
も
の
で
し
ょ
う
。

い
つ
も
他
人
を
配
慮
す
る
こ
と
、
こ
れ

が
い
い
人
・
優
し
い
人
の
基
本
的
な
態

度
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
バ
ル
ナ
バ

は
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
人
だ
っ
た
の
で

す
。
そ
れ
に
「
聖
霊
と
信
仰
と
に
満
ち

て
い
た
」
の
で
言
う
ま
で
も
な
い
で
し

ょ
う
。
だ
か
ら
多
く
の
人
々
が
彼
に
よ

っ
て
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
へ
と
導
か
れ

た
の
で
す
。
言
葉
か
ら
見
て
も
、
行
動

か
ら
見
て
も
、
バ
ル
ナ
バ
と
い
う
人
、

そ
の
も
の
が
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
福

音
の
生
き
て
い
る
証
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。 

そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
弟
子

た
ち
に
会
っ
て
か
ら
も
、
何
を
ど
う
す

れ
ば
良
い
か
が
分
か
ら
な
く
て
故
郷
に

帰
っ
て
引
き
こ
も
っ
て
い
る
パ
ウ
ロ
を

説
得
し
て
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
に
連
れ
て

行
き
、
一
年
間
も
と
ど
ま
っ
て
人
々
を

教
え
、
福
音
を
宣
べ
伝
え
ま
し
た
。
パ

ウ
ロ
は
そ
こ
で
心
機
一
転
し
て
ロ
ー
マ

帝
国
の
所
々
に
教
会
を
立
て
た
偉
大
な

伝
道
師
に
な
り
、
新
約
聖
書
の
半
分
く

ら
い
の
記
録
を
残
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

キ
リ
ス
ト
教
会
の
発
展
に
大
き
く
貢
献

し
た
パ
ウ
ロ
、
で
も
迫
害
者
と
知
ら
れ

て
い
た
彼
を
新
し
い
舞
台
に
引
っ
張
り

出
し
た
の
は
バ
ル
ナ
バ
だ
っ
た
の
で
す
。

そ
し
て
、
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
は
イ
エ
ス

を
信
じ
る
人
々
が
キ
リ
ス
ト
者
と
呼
ば

れ
始
め
た
場
所
で
あ
っ
て
、
ま
さ
に
、

バ
ル
ナ
バ
の
働
き
の
た
め
に 

「
ク
リ 

ス
チ
ャ
ン
」
と
い
う
称
号
が
付
け
ら
れ

た
わ
け
で
す
。 

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
は
自
分
の
彫
刻
作

品
の
製
作
過
程
に
つ
い
て
、
「
大
理
石

の
中
に
隠
れ
て
い
る
形
を
開
放
さ
せ
る

た
め
に
不
要
な
部
分
を
は
ぎ
取
る
作
業
」

と
言
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
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ら
見
る
と
、
バ
ル
ナ
バ
は
物
で
は
な
く
、

人
間
で
あ
る
パ
ウ
ロ
の
中
に
潜
ん
で
い

る
偉
大
な
宣
教
師
の
姿
を
見
出
し
、
そ

れ
を
引
っ
張
り
出
し
て
く
れ
た
わ
け
で

す
。
バ
ル
ナ
バ
は
こ
の
よ
う
な
人
物
で

し
た
。
そ
れ
で
、
使
徒
た
ち
に
認
め
ら

れ
、
パ
ウ
ロ
と
共
に
使
徒
と
任
命
さ
れ

ま
し
た
。 

使
徒
聖
バ
ル
ナ
バ
の
よ
う
に
、
他
人

の
中
か
ら
可
能
性
を
見
出
し
、
他
人
を

新
し
く
す
る
力
が
、
わ
た
し
た
ち
に
与

え
ら
れ
ま
す
よ
う
に
。 

 
 

 
 、 

              

1

6
月
～
8
月
の
予
定
”  

◆
6
月 

18
日
㈰  

聖
霊
降
臨
後
第
1
主
日 

22
日
㈭  

殉
教
者
オ
ル
バ
ン 

24
日
㈯  

洗
礼
者
聖
ヨ
ハ
ネ
誕
生
日 

26
日
㈰  

聖
霊
降
臨
後
第
4
主
日 

28
日
㈬  

殉
教
者
主
教
イ
レ
ナ
エ
ウ
ス 

29
日
㈭   

使
徒
聖
ペ
テ
ロ
・
使
徒
聖
パ
ウ
ロ
日 

 

◆
7
月 

2
日
㈰ 

聖
霊
降
臨
後
第
5
主
日 

3
日
㈪ 

7
月
逝
去
者
記
念
礼
拝 

9
日
㈰ 

聖
霊
降
臨
後
第
6
主
日 

11
日
㈫  

修
院
長
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト 

16
日
㈰ 

聖
霊
降
臨
後
第
7
主
日 

22
日
㈯ 
マ
グ
ダ
ラ
の
聖
マ
リ
ヤ
日 

23
日
㈰  

聖
霊
降
臨
後
第
8
主
日 

25
日
㈫   

使
徒
聖
ヤ
コ
ブ
日 

26
日
㈬  

お
と
め
聖
マ
リ
ヤ
の
母
ア
ン
ナ 

30
日
㈰  

聖
霊
降
臨
後
第
9
主
日 

 

◆
8
月 

6
日
㈰ 

主
イ
エ
ス
変
容
の
日 

7
日
㈰  

8
月
逝
去
者
記
念
礼
拝 

8
日
㈫  

司
祭
修
道
士
ド
ミ
ニ
コ 

10
日
㈭  

殉
教
者
執
事
ロ
ー
レ
ン
ス 

11
日
㈮  

修
院
長
お
と
め
ク
ラ
ラ 

13
日
㈰  

聖
霊
降
臨
後
第
11
主
日 

15
日
㈫  

主
の
母
聖
マ
リ
ア 

18
日
㈮  

ヘ
レ
ナ 

20
日
㈰  

聖
霊
降
臨
後
第
12
主
日 

 

 

「
旗
の
台
ひ
か
り
っ
子
食
堂
」 

 

2020
年
10
月
に
成 

司
祭
の
呼
び
か

け
で
コ
ロ
ナ
禍
で
も
教
会
が
地
域
の

方
々
へ
出
来
る
働
き
を
考
え
る
第
1

回
三
光
教
会
子
ど
も
食
堂
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
開
催
。
大
森
聖
ア
グ
ネ
ス
教
会
の

「
南
馬
込
ア
グ
ネ
ス
こ
ど
も
食
堂
」
担

当
者
か
ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
の
た
め
、
作
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

公
共
交
通
機
関
を
使
用
し
な
い
者
、
会

館
で
の
食
事
で
は
な
く
お
弁
当
形
式
で

提
供
、
荻
原
執
事
の
指
導
の
下
試
食
会

を
経
て
、
11

月
7

日
㈯
第

1

回

「
旗
の
台
ひ
か
っ
り
子
食
堂
」
の
お
弁

当
を
予
約
・
当
日
売
り
で
90
食
用
意
。

メ
ニ
ュ
ー
は 

豚
混
ぜ
ご
は
ん
・
肉
じ

ゃ
が
。 

品
川
社
会
福
祉
協
議
会
品
川

こ
ど
も
食
堂
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
連
絡
、

予
約
受
付
を
荻
原
執
事
に
担
当
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。 

信
徒
の
方
々
が
チ
等
チ
ラ
シ
作

成
・
掲
示
・
お
弁
当
箱
確
保
等
を
分
担
。 

毎
月
第
3
土
曜
日
、
大
人 

200
円
、

子
ど
も
100
円
で
販
売
。
12
時
・
13

時
・
13
時
半
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

7
、
8
月
は
食
中
毒
対
策
で
お
休
み
。

夏
メ
ニ
ュ
ー
（
6
・
9
・
10
月
）

は
「
キ
ー
マ
カ
レ
ー
」
に
し
ま
し
た
。 

 12
時
に
は
子
ど
も
連
れ
の
家
族
や
高

齢
者
の
方
々
が
当
日
売
り
を
買
い
に
み

え
、
早
い
時
間
に
完
売
の
時
も
あ
り
ま

す
。
衛
生
面
・
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
に
毎

回
神
経
を
使
い
な
が
ら
、
調
理
班
・
受

付
班
約
15
名
で
担
当
。
2023
年
5
月

20
日
㈯
に
27
回
目
を
終
了
い
た
し
ま

し
た
。 

3
年
間
の
活
動
中
、
品
川
区
か
ら

の
毎
回
の
お
土
産
、
信
徒
の
方
、
ご
近

所
の
方
か
ら
の
ご
寄
附
（
お
米
・
野

菜
）
・
東
京
教
区
、
香
蘭
女
学
校
か
ら

の
ご
寄
付
、
品
川
区
か
ら
の
商
品
券
等

沢
山
の
方
の
ご
支
援
を
頂
き
、
感
謝
い

た
し
て
お
り
ま
す
。 

 

必
要
と
さ
れ
て
い
る
方
々
の
た
め
に

現
在
120
食
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
地

域
の
方
と
お
話
を
す
る
機
会
も
頂
き
な 

が
ら
、
今
後
も
感
染
防
止
に
細
心
の
注

意
を
払
っ
て
継
続
し
て
参
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
(

記
・
高
田
智
子) 
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教会のお掃除にご協力を 

聖堂内外のお掃除の協力者が

少なくなりました。土曜日の午

前 10時から１時間程ご奉仕くだ

さい。ご協力いただける方は直

接参加してください。 

  

はじめて教会にいらした方へ 

礼拝様式に馴れない方は椅子に

お掛けになったままで結構で

す。 

⚫ 礼拝中の献金は、信施金とし 

て伝道のために献げられるも

のです。金額は自由です。 

⚫ わからない点は隣の席の者か

案内係にお聞きください。 

  
礼拝のご案内 

■主日礼拝 

 午前 7:30 聖餐式 

午前 10:30 ステパノ会 

     (日曜学校)礼拝 

 午前 10:30 聖餐式 

 午後 4:00 夕の礼拝 

■平日礼拝 

毎朝 6:30 から 

月、水、金は朝の礼拝、
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